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1．背景と研究目的 

デバイス性能を最大限に引き出すためには、デバイスから発生する熱を素早く抜きさることが重要と

なる。このため、窒化アルミ（AlN）は高熱伝導率を有することから、樹脂に添加することで熱伝導度

を向上させるフィラー材として期待されている。名古屋大学では、AlNを単結晶かつウィスカー形状に

することで、その添加効果を増大させ、さらに化学的安定性も向上させた「AlNウィスカーフィラー」

の開発を行ってきた。しかし、ウィスカー状のフィラー材は異方性が強いため、フィラーのサイズ、ア

スペクト比に加えて、樹脂中の三次元的な空間分布状態が、熱伝導率の絶対値および熱伝導の異方性に

大きく影響する。このため、ウィスカー状のフィラー材の熱伝導率測定は困難を極めている。そこで本

研究課題では、X線 CTによるフィラー材内の AlNウィスカーの空間分布状態の可視化技術の確立を試

みる。 

 

2．実験内容 

X線 CTによるフィラー材内の AlNウィスカーの空間分布状態の可視化技術の確立を行うために、本

実験では AlN ウィスカー単体の X 線 CT 測定を試みた。AlN ウィスカー試料を 180 度回転させつつ約

0.1 度のステップで 1,500 枚程度のＸ線透過像を撮影し、撮影した透過像の再構成処理をコンピュータ

を用いて行うことにより断面像の取得を試みた。X 線 CT実験は、あいちシンクロトロン光センターの

BL8S2で行った。 

 

3．結果および考察 

 Fig. 1に、X線 CTにより得られた AlNウィスカーの

断面像を示す。Fig. 1 に示すように、X 線 CT により、

AlN ウィスカーの断面像を明瞭に観察することができた。

断面像からAlNウィスカーの長径は 186 μm、短径は 115 

μm 程度と見積もられた。AlN ウィスカーは X 線 CT に

より観察可能であること、100 nm程度の径の AlNウィ

スカーであれば充分に観察できる分解能が得られること

がわかった。また、AlN ウィスカーの断面内のコントラ

ストも均一であることから、育成された AlNウィスカー

は、径方向においても均質性が高いことが明らかになっ

た。 

実験番号：2017a0055，a0058（17シフト） BL8S2 

Fig. 1 AlNウィスカーのX線CT断面像。 
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